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自己強化の 機能に 関す る実験的研究
’

塩 田 勢 津 子
＊

問　　題

　 自己強化 （self
−reinforcement ）に 関す る こ れま で の 研

究 に は ， 大別す る と次 の 2 つ の 流れ が あ る 。 す な わ ち ，

そ の 規定因 に 関す る研究 と，その 機能 に 関す る 研究 とで

ある 。 こ れ らの 研究 に よ っ て 明 らか に された主要な知見

は次の とお りで あ る。

　 自己強化の 規定因 に つ い て ： 1）自己強化 の 頻度は，先

行す る外 的 強 化 の 割合 に依存す る （Kanfer ＆ MarstQn 　19

63，Marston 　lg64 ，
　 Kanfer ＆ Duerfeldt ユ967a ， 柏木

1972）。 2）さらに，こ の 依存の 程度は，他の 外的 （学習 の

程度，強化刺激 の 誘因 水準 な ど），内的 （内罰性， 自己

強化 の base　 rate な ど） 諸変数 に よ っ て 影 響 さ れ る

（Marston＆ Kanfer 　1963 ，
　 Marston ＆ Cohen1966，

　 Ka −

nfer ＆ Duerfeldt ／968　a ，
　 Marston 　 1969，

　 Karoly ＆

Kanfer　 1974，　Kozma ＆ Easterbrook　1974 ）。3）白己強

化の 基準は，先行す る モ デ ル の 自己強化基準 と類似す る

（Bandura ＆ Kupers 　1964）。 4）さ らに，こ の 類似 の程

度 は モ デル と観察者（Ss）との 能力 の ず れ に よ っ て 影響さ

れ る （Bandura ＆ Whalen 　lg66 ，
　 Mischel ＆ Liebert　］．9

66）。

　自己強化 の 機能 に つ い て ： 1）自己 強化 は，目標達成行

動に おい て動機づ けの 効果 をもっ （Bandura ＆ Perloff

1967 ）』 2）ま た，訓練後の 消去 抵抗 が大 きい （Kanfer ＆

Duerfeldt　l967b）。3）正 反応 が 自己 決定可能 な事態にお

い て，自己 強化は同一反応 の 出現頻度を高 め る強化効果

をもつ 、（Montgomery ＆ Parton エ970，春木 ＆ 大上

1976，大上 ＆ 春木 1976 ）。

　以上 の 自己 強化 に 関す る研究 に お い て，そ の 機能に 関

す る研究 は ， まだ十分 に な され て い る とは い い が た い 。

　 こ れ ま で の 自己強化の 機能に 関する諸研究にお い て は ，

自己 強化 は 正 反応が自己決定可能 な事態，即 ち ， 正 反応

が Ss に よ っ て主 観的 に 決定 され 得 る よ うな事態 で の そ

れ で あ っ た 。 し た が っ て ，正 反応が客観的 に萌確に決定
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さ れ て い る 事態 に お け る 自己 強化 の 機能 に つ い て は ，こ

れ らの 研究は直接的 に は 何 の 知見 も提供 して は い ない 。

こ の よ うな事態 に お い て は ， 自己強化それ 自体 で は外的

強化の よ うに 正 反応 の 獲得 の た め の 何 らか の フ ィ
ードバ

ッ ク情報 とは ならな い で あ ろ う。しか し，こ の よ うな事

態 に お い て も，自己 強化が何 らか の 強化効果 をもつ な ら

ば，こ れ を有効 に用 い る こ と に よ っ て，効 果的 な学習 を

行 うこ とがで き る で あ ろ う。そ こ で，本研究にお い て は，

まず ， こ の ような，正反応が客観的 に決定 され て い る事

態 に お け る，自己強化 の 機能 を検討す る 。 こ の よ うな視

点 か ら自己強化 を扱 うこ とは ， 理論的の みな らず ， 実際

の 教育 に お け る 学習揚面 で の 自己強化 の 有用性 を検討す

る 意味に お い て も，重要な意義をもつ で あろ ラ。

　先 の Montgomery ら（1970）の 研究か ら， 正反塔が自 、

己 決定可能 な事態 に お い て ， 正 の 自己強化 は ， 同
一

反応

の 出現頻度を高め る 効果を もち，こ の 効果は，強化刺激

の 誘因水準が高 い ほ ど大きい こ と が示 され て い る。した

が っ て ，こ の こ と か ら，正 反応が客観的 に 決定 され て い

る事態 に お い て も，正 の 自己強化 は，強化効果 をもつ こ

とが予想 され る。

　負 の 強化効果 につ い て は ， 十分な知見は得 られ て い な

い 。し か し，自己強化が強化 の 機能を持 つ ならば，負 の

強化効果，即 ち，反応 を抑制す る 機能 を持 つ こ と は 十分

予想 し得 る こ とで ある 。

　 以 上 の よ うに ， 本研 究 にお い て は ， 正 ・
負 の 自己強化

の 強化効果 に つ い て の 検討 を行 う。さ らに ， 従来 の 研究

に お い て は，実験的 に 自己 強化 を扱 う場合 に は，具体的

な強化刺激 を用 い ，それを被験者自身に 探作させ る とい

う方法 が と られ て きた 。し か し，そ の よ うな具体的な強

化刺激 の 操作 の な い 場合 に も， 自己強化 が な され て い る

と も考え られ る （大上 ＆ 春木 1976）。本研究 で は， こ

の 自己強化 を overt に 行 わ せ る こ と （具体的な強 化 刺

激 の 操作を行 うこ と） の 有効性 に つ い て も，合わ鷺 て検

討をカロえ る 。

　仮説 は ，．以下 の 4 つ で あ る 。 こ れ らの 仮説 を検討す る

た め に，実験 1及 び 丑を実施した。
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　1．　 正 の 自己 強化 は，
‘‘
同一反応 の 出現頻度を高 め る”

強化効果 をもつ で あろ う （実験 1及 び 皿）。

　2． 負 の 自己強化 は，
‘‘
反応 を抑制 し，そ の 反応 を変

更 させ る”強化効果をもつ で あろ う （実験 1）。

　3．　 自己 強化 を overt （顕型的） な型 で 行 っ た揚合の

方が，実験的 な 操作の な い 場合よ り も，そ の 強化効果 は

大 き い で あ ろ う （実験 1及 び ［）。

　 4．　 強化刺激 の 誘因水準が 高 い 方 が，そ の 強化効果 は

大きい で あろ う （実験 の 、

実　験　1

目　 　 的

　本実験 の 目的 は ，上記の 仮説 1； 2 ， 3 を検討す る こ

とで あ る 。 こ の ために無意味綴 りの 記憶後 の 再認弁別課

題 を用い て ，正 反応 が 客観的 に 決定 され て い る よ うな 事

態 を構成 した。条件群と して ，す べ て の 自己 強化様 式，

即ち，a ）正 の 自己 強化（SR ＋）群，　 b）負の 自己強化（SR −）

群， c）正 ・負 の 自己 強化 （SR ÷一）群 とい う 3種 の 自己強

化群 と，自己 強化 の 実験的 な 操作 の な い 統制 （N ）群，の

計 4 群 を設けて 比較検討す る 。 さらに，課題 の 困難度 の

条件 （3水準）も加 え て ， 自己 強化 の 強化効果 を検討す

る 。

方 　　 法

　被験者　小 学校 6 年 生 。各群 6 名 あ る い は 7 名 （男女

約半数）学業成績に つ い て 各群問等質 で ある 。

　課 題 及び刺激材料　課題 は，カ タ カ ナ 2文字 の 無意味

綴 りの 記憶に お け る再 認 弁別課題 で あ る。記憶刺激は，

最 も容 易 な課 題 1 （刺 激項 目数 5 ），中程 度 の 課 題 且 （10

項 目），最 も困難 な課題 皿 （15項目） の 3種 を設 け て 課題

の 困難度を操作 し た 。 再認弁別刺激は，どの課題 に お い

て も，記 憶刺激 に含 ま れ る も の 5項 目 とそれ 以 外 の 10項

目，計L5項目か ら成 っ て い る。こ れ らの 刺激語 は ，すべ

て無連想価50 ・・59＊ の もの で， 1語ず つ ス ラ イ ドプ ロ ジ

ェ ク ターに よ ワ て 投写 され る 。

　強化 刺激は，正 の 刺激 と し て ， ○ 印 を解答用紙 に 記 入

す る こ ど，負の 刺激 と し て ，
× 印を記入す る こ とで ある 。

　実験 は，同
一

課題 2 条件群を合 わ せ て ，集団で 実施 し，

被験者は，視線 が ス ク リーン の 中 心 に く る よ うに配 置 さ

れ た 場所 に 着席す る 。 な お，教示及び 練習試行 は ， 別室

で 各条件ご とに 行 う。

　手続　各課題 と も以 下 の 同 様 な 手 続 で 行 わ れ る。  記 ・

＊　1毎冫tl［，　森 月［、　σII次 （1955）〜こ よ る。

憶刺激 の 各項 目が 1 語 ず つ 1 回 の み （2 秒）提 示 され る 。

こ れをで き る だ け正 確 に 覚え させ る 。  再認弁別刺激項

日が ／語ずつ 順に提示 され る。  各項目に つ い て，そ れ

が 記憶刺激の 中に
“
あ っ た。も の か

“
な か っ た。もの か

を解答用紙 に 記入 す る。  そ の 際，自己 強化群 （a ，b，　 c

群） で は，自己強化 の 操作が行 われ る （教示 の 項参照）。

  再認弁別刺激 15項 目すべ て に つ い て ， ◎，！  の 手続が

行わ れ た ら （1試行終了），再 び こ の 15 項 目を 順序 を変

えて 提示 し，以下同様 に   ，  ，  の 手 続 で 5試行行う

（計 6 試行 の 弁別 試行 を行 う）。

　手続  に お ける教示 は以下 の よ うで あ る 。

a ）SR
＋ 群 ： そ れ ぞ れ の 問題 （弁別刺激 の 各項 目） に答え

た 後，そ の つ ど，今 の 自分 の 答 え が 正 しい と思 っ た 時 に

は ， 正解で あ る とい う○印を解答用紙に記入 し な さい 。

b）SR．群 ： そ れぞれ の 問題 に答 え た後 ， その つ ど， 今

の 自分 の 答 え が誤 っ て い る と思 っ た 時 に は，誤 りで ある

とい う× 印を解答用紙 に 記入 し な さい 。

c）SR
＋一群 ： それぞ れ の 問題 に答 え た 後 そ の つ ど， 今

の 自分 の 答 え が正 しい と思 っ た時に は 正解で ある とい う

○ 印 を，誤 っ て い る と思 っ た 時 に は 誤 り で あ る と い う x

印を，解答用紙 に記入 し なさい 。

d）N 群 ：教示な し。

結　　果

　弁別 試行 の 昏反応 を以下 の 4 点 に 関し て 分析す る 。

　1）　自己 強化群　（SR ＋ ，　SR ．，　SR ＋
一群）　にお け る反応

型た関す る分析 ； Montgomery ら （1970）は，同一刺激

に 対す る 連続す る 2 つ の 反 応 を 1 つ の 単位と して 考え，

こ れを  先行す る 反応 に対して 自己 強化がなされ て い る

か どうか ，   後続 の 反応 が先行する 反応 と同一か異な る

か とい う 2 点か ら，後続 の 反 応 を 4 つ の 反応型 に分類 し

て い る 。 こ こ で も，こ の 方法 に し た が っ て ， 同
…

刺激項

目に対す る n 試行目の 反応 と n ＋ 1試行 目の 反応 を 1 っ

の 単位 と考え， こ の 2 点 か ら n 十 1試 行 目の 反応 を分類

し，そ の 出現頻度を検討す る 。

　2） M ．反 応 に 関す る分析 ： 先行す る n 試行 と次 の n

＋ 1 試行目の 各項 目に 対す る反応 の 同
一

性 （同
一

σ）場合

を M ＋反 応 とす る ） に つ い て，そ の 出現頻度 を各条件，

課題間 で 比 較す る 。

　3） 反応 の
一

貫性 に 関す る分析 ： 第 ／試行か ら第 6 試

行 ま で，一
貫 し て 同

一
反応 で あ る項 目数 に つ い て ， 各条

件間，課題間の 比較 を行 う。

　4） 正 答数の 安定性に関す る分析 ：試行を追 っ て の 正

答数 が どの 程度安定 し
．
て い る か につ い て，各条件問の 比

較を行う。
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　（1） 自己強化群 にお け る 反応型 に関す る 分析

　同
一

項 目に対す る p試行 目と n ＋ 1 試行 目の 反応 を ユ

っ の 単位 と し，n ＋ 1試 行 目の 反 応 を，　 n 試 行 目の 反 応

と同
一

の 揚合 は M
＋ 反応 ， 異な る 揚合は M 一反応 と して

分類す る 。 さらに ， こ の 先行す る n 試行 で の 反応 に対 し

て   正 の 自己 強化 が な され て い る 揚合 を SR
．，   負 の

自己強化 が な され て いる 揚合 を SR −
，   自己強 化 が な

されて い ない 場合を N 反応と して ， こ の 3 分類 と 先 の

反 応 の 同
一性 に 闘す る分類 と を組合せ る 。す な わ ち全

反応 （75反 応） を最大6 っ の 反 応 型 （SR ．
M

． ，
　 SR

．
M ．，

SR −M ．亅，　 SR −M −，　 NM ＋ ，　 NM 一反応） に分類す る。

　FIG、1 は，課 題 ご と の 各反応型 の 平均出現数 を 示 し

た もの で あ る 。自己強化各群 （SR ＋ 。，SR ＋，　SR 一群）に っ
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FIG ．　l　Mean 　frequency 　of 　response

　　　 types 　in　each 　group

い て み て み る 。 まず ，
SR

、．群 で は ， 6 つ の 反応型全 て

が出現 し う る が，ほ と ん ど 全 て の 反応 に 自己 強化 が なさ

れ て お り，N 反 応 は み られ ない 。 どの 課題 に お い て も，

SR
．
M

． 反応が有意に 多 く （CR 値はす べ て 2．85 以上 ，

P 〈．Ol），正 の 自己 強化を伴な う反応は，次の 試行で も

同
一

反応 と な る 割合は 高く，正 の 自己強化 の
“

同
一反応

の 出現頻度 を高 め る 。強化効果がみ られ る。しか し，課

題問で の 羌はみ られな い 。一
方， M 一反応中 の SR−M 一

反応 と SR＋M 一反 応 の 割合 を比 較 し て み る と，課題 皿 を

の ぞ い て ，SR．M 一反 応 が有意 に 少 な く （課題 1，1 そ

れぞれ CR ；2．44　P＜．05，　CR ＝2．82　P＜ ：01＞，負の 自

己強化を伴 な う反 応 が 次 の 試行 で 変更 され る 割合 は 低 く，

負の 自己強化 の
‘
戎 応 を変更 させ る，，とい う効果はみ ら

れない 。

　次 に，SR ＋ 群 にお け る各課題 で の 4 つ の 反 応 型 （SR ．

M
＋，SR

＋
M −

，
　NMi 、

，
　NM 一反応〉の 平均出現数をみ てみ

る と，課題 1，皿に お い て は，SR ＋M ＋ 反 応が ど の 反応

型 と比 べ て も有意 に 多 く （CR 値 はす べ て 2，58以 上 P＜
．Gl），ま た ，課題 H で も多 く，正 の 自己 強化 の 強化効果

がみ られ る 。

　SR 一群 に お け る 各課題 で の 4 っ の 反 応 型 （SR．M −，

SR ．M ＋ ，　NM −，　 NM ． 反応） の 平均出現数 に っ い て み て

み る と ，
SR −M ．反応 は NM 一反応 に比 べ て ， 課題 1，

Ulに お い て 有意 に少 な く （CR 値 は そ れ ぞ れ 2．48　 P＜．

05．，3．02P 〈．　Ol），負 の 自己強化 の 強化効果 は み られ な

い 。

　  　M ＋ 反応 に醐す る分析

　 こ こ で は ，先の 分類 に お け る 駈 反応 （先行す る n 試

行 と n ＋ 1 試行 目の 各項 Rに 対す る 反応 が 同
一

の 場合）

の み を取 り上 げ，自己強化群 と 統制群の 比較を行 う。

　分散分析 の 結果 どの よ うな 効果 も見出され な か っ た 。

FIG ，1 をみ る と N 群 に お い て は どの 課題 に つ い て も，

M
＋ 反応 が M ．反応 よ りも有意 に 出現数 が 多 い （CR 値

は すべ て 2．85 以上 P 〈．01＞。しか し， こ の 傾向は 課題

が困難に な る に つ れ て滅少 して い る。

　   　反応 の
一

貫性 に 関す る分析

　第 1試行か ら第6 試行ま で ，同
一

反応 と な っ て い る項

目 （客観的 に は誤答 で ある項 目も含め る ）を取 り上げ，

各群の 比較を行 う。TABLE 　1 は，各群の 同
一反 応 が な

され た 平均項 目数及び 標準偏差 を示 した もの で あ る。分

散分析 の 結果，群間 で 有意 な差 は な い （F ＝O．　659）。 N群

が 自己強化群 に 比べ て やや多 い が ， こ の 傾向 も課題 が困

難 に な る に つ れ て 減少す る よ うで ある 。

　（4） 正 答数の 安定性 に 関す る 分析

　 こ こ で 直接的に 正答数を 問題 とす る こ とは適切 で はな

一 23 一

N 工工
一’Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

165 教 育 心 理 学 研 究　第 26巻　第 3号

饗ABLE 　l　 Mean 　number 　of 　items

　　　　with 　consistent 　responses ．

　　　　in　each 　group 　．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ）− S，D ．

TABLE 　2　 F　 values 　in　 analyses

　 　 　 of 　 variance 　on 　correct

　 　 　 「esponses

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ）＝δf

。，。 up 燮 」 1 且 肛］

SR
＋．． …（1：ll） （携 ） 翻 ）

i

6繭 ≦塾 1

SR＋＿

SR
＋

1

　 5．50　　　 4．29 　　　 4 ．14
　 （2．87）　　（2．55）　　（0．99）

　 7．OO　　　　3．83　　1　 4．67
E　（4．08），　　（1．34）　…　（2．49）．
レ
斎 三

．．

61141
．

≧．29
　 　 　 　 　 　 　 　 　

（3・95）…（／・8D … （1・闘

0 ．143
（4，20）

［ ．］II

0，652
（4，24）

SR
＋

SR 一 SR 一

N N

　 　 　
−
1

0・95410
，
8丁工

（4，2〔〕） 2 （4，24）
　 ＿．一．．．i

O．／D3　　　6．Ol8 ＊

（t’．i．『1）．1．（4 ・2D）

o．319
（4，

　24）

0．339
（4，24）

O，629
（4，20 ）

3．358＊

（4，2G）
・。7・。 …。．78。
（4，24）　…

．
（4，24）

＊ Pぐ 05

　 Is

馨1・

婁・・

幅

12

婁
tt

ミ tO

§9
ヱ

？

°゚
弊 一・・ズ　　 、し　　　　　　　　s

丶　 　 丶

　 fA −・十

15

阿

B

伊

〃

ρ

ア

o

蛍
驚

無
ミ

爲

妻
ミ

罫

耋

誰
戯

亀

無

鮎

礁

厚

＝
踊

鐸
＼
H

L ：．一 ．．．，． ．．

　　　　！ 234 タ 6Tthl

FIG、2　 Mean 　 number 　 of

　 　 　 correct 　responses 　 as

　 　 　 a 　functidn　 of　 trial　in

　 　 　 Task 　I

い

鞍
揖

冬
塾

憶
ミ
臥

s
茎

ミ
Σ

澄
戯

魚

張

鮎

礁

一

二

v
一
　　　〆 7i4 タ 6 　tfial

FIG，3　 Mean 　 number 　of

　 　 　 CorreCt 　 reSpOnSes 　as

　　　afunction 　 of 　trial

　 　 　 in　Task 　II

岡 づ無．伽

rv→ 弘 臨

Pt ・46R ．戯

P・・PtM （か，

L ＿

　　　
／ 234s5

伸 ［

FIG ，4　 Mean 　 number 　 of

　 　 　 correct 　respenses 　as

　 　 　a 　function　of 　trial

　 　 　in　 Task 　 III

い が，試行 を追 っ て．の 正答数の 安定性 をみ る こ とは ，自

己撃化 の 強 化 効 果 を検討す る 上 で ， 1 つ の 指標と な り得

る と考え られ る。F．［G ．2 ， 3 ， 4 は 課題 1 ，
　 i［，皿 に

お け る各群 の 平均正答数を 図示 し た もの で あ る 。ど の 課

題 に お い て も，条件 に よ る有意 な 差 は み られ な い 。次 に ，

各条件内 で の 正答数 の 変動をみ て み る 。こ こ で，FIG．2
−’　4 か らわ戸rる よ う

』
に ， 第

一
試行 に お ける 正答数は，ど

の 条件にお い て も高く，記憶刺激提示直後 の 試行で ある

た め の 初頭効果 の よ うな もの があ る と考え られ る 。 さら

に，刺激語 そ の もの の 弁別 は 第 1試行以降 しだ い に 容易

に な る と考え られ る。そ こ で，第 2 試行以後 の 正 答数 の ．

安定 性 に 関 して 分析 を行 うこ と と した。各条件 ご と の 分

散分析の 結果 は，TABLE2 の とお りで あ る 。課題 1 で

は N 群 の み が ， 課題 且 で は SR 一群 の み が有意 な変動 を

示 し て い る 。 ま た課題 L 皿 にお け る SR
＋ ，　 SR

＋一群 の

F 値 は，SR −，　 N 群 に 比 べ て 小 さ く， 変動 が少 な い こ と

を示 し て い る 。し た が っ て，ど の 課題 に お い て も， 正 の

自己強化 が行 わ れ た群 は ， ．正 答数が比較的安定して い る

とい える 。

考 察

　（1） ゴEの 自己 強化 の 強化効果 （仮説1 ）

　自己 強化群 に お け る出現反応型 に 鬨ナる分析か ら正 の

自己強化を含 む群に お い て は， 自己 強化を伴な う反応 は，

次 の 試 行 にお い て ．も出 現 す る割合 は 高 く，
“
同一反応 の ．

出現頻度を高 め る 。強化効果が認 め ら れ た 。 こ れ は ，

Montgomery ら （1D70）の 結果 と一致して い る 。SR
＋ 群

で ，課 題 皿 にお い て SR÷M ＋反 応 の 出現頻度溶比較的高

く，さ らに SR ，．一群で も，課題 田で SR
＋
M

＋ 反応 が 多
．
い

の は，最 も困難 な課題 にお い て は，自己強化がな．され る

割合 が多い た め で あ る と考え られ る 。す な わ ち，自己 強

化数 が多 い ほ ど強化効果 が 顕著 に な る と考え られ る 。 以
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上 の よ うに，仮説 1 は 支持 され た 。

　〔2） 負の 自巴強化 の 強化効果 （仮説2 ）

　SR 一群にお い て ，どの 課題 で も，負の 自己強化 を伴 な

う反応 が次 の 試行 で 変更される 割合は低 か っ た 。し た が

っ て ，“

反応 を抽制 し変更させ る
”

と．い う負の 強化効果

はみ られず，仮説 2は 支持されなか っ た 。こ れ は，負の

自己強化数が全体的に 少 な い こ とか ら，こ の よ うな事態

で は 自己 の反応 が誤 つ て い る とい う判断は な され に くい

ためで ある と考え られ る 。

　（3）　自己 強化 の 顕型化 の 有効性 （仮 説 3 ）

　M
＋ 反応及び 反 応 の

一
貫 性 に 閾す る 分析か ら自己強化

群と統制群 とに有意 な差は み られ な か っ た 。 し か し，統

制群が，
M

＋ 反応 ，

…
貫反応項目数 と もに 自己強化群 よ

りも多 い 傾向 に あ る 。こ の こ とか ら，統制群 に お い て も，

同
一
項 目に対 し て 同

一
反応 を行 う傾向 が あ り， covert

（内潜的）な自己強化がな され て い る こ とが 示された 。

しか し，こ の 傾向は，課題 が 困難 に なる に つ れ て 減少す

る こ とか ら，統制群 で は， covert な 自己強化 は 行わ れ

て い る が，課題 が 困難に な る に っ れ て ， そ の 効果 は減少

す る傾向に ある とい える。

　一方，正答数の 安定性 に 関する 分析 か ら，第 2 試行以

降，正 の 自己強化 を行 っ た群 は ，そ の 正答数が比較的安

定 し て い る こ とが示 され た 。 こ の こ とは ， 自己強化は 同
一

反応 を行 う傾向 を高 め る 効果 をもつ こ とを 示 して い る。

　 しか し，．ヒ記 の M1．反応及 び 反応 の 一貫性 に 関す る結

果を考え合わ せ て み る と，
overt な型で 自己強化 を行 う．

こ との 有効性が十分認 め られ た とは い い 難 く， 仮説 3 は

積極的に は支持 されなか っ た 。

実　験　盟

目　　的

　先の 実験 1に お い て ，正 反応 が 外的 （客観的） に決定

されて い る ， 即ち ， 被験者 に どの 反応が正 しい か ， どの

反応 を強化すべ きか に つ い て の 乎が か りが予 め与え られ

て い る事態にお け る官己強化 の 強化効果を検討 し た 。そ

の 結果，正 の 自己 強化の 強化効果 は 認 め られた が，overt

に 自己強化 を行 わ な い 場合 ，

「
即 ち自己強化 の 実験 的

．
な操

作 の な い 場合に も同様な効果 がみ られた。そ こ で，本実

験 にお い て は，正 の 自己 強化 の み を取 り上げ，よ り明確

な 強化刺激を用い て ； 自己強化の 強化効果及び Qvert な

型 で 自己 弓郵匕を行 わせ る こ との 有効性 につ い て 検討す る

（仮説 1及 び 3 ）。 そ れ に 加 え，強化刺激 の 誘 因 水準 に

よ る強化効果 の 比較をも行 う （仮説4 ）。

　課題 は実験 1と同Pt
”

a）もの を用 い る 。 条件群 と して，

OVert な 正 の 自己強化を行 う自己強化群 を，　 a ）強化刺激

が 2 っ ある場合 （SR ， ，、君羊）
’
，　b）強化刺激が 1 つ の 場合

〔SRI 群），の 2 群 に 分 け，さ らに 自己 強化 の 実験的 な

操作の な い 統制（N ）群 を加える 。強化刺激 は，自己の 反

応 が 正 しい と思 っ た 時
“
ライ トをっ ける

”

， ．“チ ッ プ を 1

枚取 る
”

の 2 種 を用 い る 。

方　　法

　被験者　小学校 6 年生 60名 （各群男女   名ずつ ）。 知

能指数につ い て群間等質 で ある 。

　課題及び装置　課題 は 実験 1 と同種 の カ タ カ ナ 2 文字

の 無意味綴 りの 再認弁別課題 。記憶刺激／5項 目，弁別刺

激10項 目 （こ の うち 3 項 ［ヨは 記憶刺激 に 含まれ る）。 提

示方法は 実験 1 と同様で，ス ク リ r ン に 1 語ずつ 投写 さ

れ る 。強化刺激 の 操作方法 は．SR ＋ 群 は 手 元 の ボ タ ン を

押 し て ライ ト をつ け る，SR
＋ →．群 で は ライ トをつ け，さ

ら にチ ッ プを 1枚取 っ て 手元 の 箱 の 中に 入れ る，とい う

操作 で ある 。実験 は 各条件 ご と に 10名ず つ の 集団 で 行 わ

れ被験者同士 は衝 立 に よ っ て 仕切 られ て い る。

　手続　実験 1 とほ ぼ同様 の 手続で ある 。  記憶刺激15

項 目が そ れ ぞれ 1 回 の み提示 され る （2 秒）e こ れ を で

きる だ け正 確 に 覚え させ る 。  再認弁別刺激10項目が 1

語ずつ 順 に提示 され る （2 秒）。 こ の 各項 目に っ い て そ

れ が記憶刺激 の 中に
“
あ っ た

”
もの か

“
な か っ た

”
もの

か を解答用紙に記入す る。  そ の 後，自己 強化群に おい

て は 強化刺激の 操作 が 行わ れ る （教示 参照）。  10項 目

すべ て に つ い て，自己 強化群 で は    の 手続，統制群で

は   の 手続が行わ れ た後，再び こ の 10項 目が1幀序を変え

て 提 示 さ れ，以 下 1司様 に  ，  の 乎 続 で ，10項 日 1 試 行

と し て，計 10試行 の 再認弁別試行が行わ れ る 。

　手続  に おけ る 教示 は次 の よ うで あ る 。

a ）SR
＋ ＋ 群 ： そ れ ぞ れ の 問題 （弁別刺激 の 各項 目） に 答

え た後，そ の つ ど，今 の 自分 の 答 えが 正 し い と思 っ た 時

に は，ボ タ ン を押して 正解で あ る とい うライ トをつ けて

くだ さ い 。 さ らに，チ ッ プを 1枚取 っ て 手 元 の 箱 の 中に

入 れ て くだ さ い 。

b）SR
＋ 群 ： そ れ ぞ れ の 問題 に答 えた 後 ， そ の っ ど ， 今

の 自分の 管えが正 しい と思 っ た時 に は，ボ タ ン を押 し て

正解 で ある とい うライ ↑・をつ け て くだ さい 。

c）N 群 ： 自己強化 の 教示な し。

結 　　 果

分析方法 は 実験 1 と同様の 4 点で あ る 。

（1） 自己強化群 に お ける反応型 に関す る分析

実験 1 と同様に，各項 日に つ い て ，n 試行 と n ＋ 1 試
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TABLE 　s 　F　values 　in　 analyses 　Qf 　variance

　 　 　 　 on 　cQrrect 　responses

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ）
唱df

　

　丶＼蕊．
丶

SR
＋ ＋

行 の 反応 の 同
一

性 （M ÷ 反応 か M 一反応 か）， 先行す る n

試行で 自己強化 が な され て い るか ど うか 〔SR か N か ）

の 2 点か ら，h ＋ 1試行 目の 反応 を次の 4 っ に分類す る。

  n 試行 で 自己強化 が な され て い る 反応 と同一反 応 （SR

M
．反応），  n 試行 で 自己強化 が な され て い る反 応 と異

なる反応 （SRM 一反応），  n 試行 で 自己強化 が な さ れ

て い ない 反応 と同
一

反応 （NM ．1．反応），   n 試行 で 自己

強化 が な され て い な い 反応 と異 な る 反応 （NM 一反応）e

　自己強化群 （SR ＋ ＋ ，　 SR ＋ 群 ） にお け る各 反 応型 の 1項

目当 りの 平均出現数及 び 標準偏差は，TABLE 　 3 の とお

りで あ る。SR ＋ ＋ ，　 SR ． 群 と もに，　 SRM ． 反応 の 割合 が

有意 に多 く （X2値 は そ れ ぞれ，320．38，857．24，　df＝57 ，

P＜．oe1），自己 強化 が な され た反応 は，次 の 試行 で も同

一一・
の反応 となる 割合 が高 く， 自己強化 の 強化効果 が 認め

られ る 。

　次 に，SR
． ÷ 群 と SR ．ト 群 と を比 較 し て み る と，　 M ．．反

応 中の SRM
＋ 反応 の 割合 は ，

　 SR
＋ ＋ 群が 有意 に 高 い （CR

＝33．　83，P ＜．01）。 し か し ，
　 SR 反応中の M

＋反応 の 割合

に は 差 が み られ ず，強 化効 果 がみ られ な か っ た反応数 に

は差 がな い 。

一
方 ， 両群 の 自已強化数 を比 べ て み る と，

SR．1．＋ 群 （X ；　91．95 ，
　 SD＝8．45） は SR

＋ 群 〔X 　 ：70．85，

SD ・・29．86）に 比 べ て 有意にそ の 数は多 い （t≡2．97 ，　df＝

21 ，P ＜．01）。こ の こ とは，　 SR ＋ ＋ 群 の 強化刺激は ，　自

SR
＋

N

」・繭 ・・圃 ・ 11 ・・d − ・9・h ・… 1
L3

・839＊＊
（・，1・2）11・92・ （馬 ・33）

1・… ［ ・，酬 葡 （・，・3・）

　2．，82・
（8，152）12．77，

・

（7，、33＞1　　　 ．　　　．
＊ P＜．05

＊＊ P〈．01

己 強化を引 き起 こ す誘因 水準が SR．群よ りも高 い こ と を

示 し て い る 。 し か し な が ら，以上 の こ とか ら， SR
． ＋ 群

は ，
SR

＋ 群 よ り も自己強化数 は 多い が ， 強化効果を示す

割合に は差が な い とい え る。

　   　M
． 反応 に 関す る分析

　 各 項 目 に対す る n 試 行 で の 反 応 と次 の n ＋ 1試行 で の

反 応 の 同
一

性の み を取 り上 げ，同
一反 応 （M ． 反 応） の

出現数を比較す る 。 各群の 1 項目当 りの M ＋ 反応 の 平均

出現数及び 標準偏差は ，前掲 の TABLE 　3 の と お D で あ

る 。 どの 群 に お い て も， 全反応 （9 反応）中の M
＋ 反応

の 割合 は有意 に多 い （Z2値 は すべ て 43，8 以上 ，
　 df＝19，

P〈．OG／）e 各群問にお け る差はみ られ な い 。し か し，

SR ＋ ＋，　 SR
＋ ，　 N の 順で M ＋ 反応数が多 くな っ て お り，自

己強化群 の 方 が N 群 よ りも M
＋ 反応 が多 い 傾向に あ る 。

　（3） 反 応 の
一

貫性 に 関する 分析

　第 ／試行 か ら第 10試行まで ，

一
貫 し て 同

一
反応 で あ る

よ うな項 目及び M ．反応 （n 試行 とn ＋ ／試行 の 反応が異

な る ） が 4 つ 以上 み られ る 項 目に つ い て 分析す る 。 こ れ

らの 項目に っ い て，各群の 平均数及 び標準偏差を TAB −

LE4 に 示 す 。

一
貫 して 同

一 （全部同
一．
う 反応 で あ る 項
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目数 に つ い て ，各群間に 有意 な差 はみ られ な い が，自己

強化群は N 群 に 比べて 多い 傾向に あ る 。こ れ ら の 項 目の

うち，客観的に正答で あ る もの，客観的 に 誤答 で あ る も

の は，SR ＋ ＋，　 SR
＋ ，　 N 群そ れ ぞ れ，（23，22 ，　2〔｝），（18，

18，IO）で あ る。こ の こ とは 自己 強化群 で は，客観的 に 誤

答で あ る よ うな反 応 で も
一
貫 し て行 う傾向 が強 い こ とを

示 し て い る 。

　次 に ，
M ．、反応が 4 っ 以上 み られ た項 目数 に関 し て，

有意で は な い が，N 群が最 も多い 。 こ の こ とは，　 N 群で

は，自己 強化群 に 比 べ て 各項 目に対する反応 が不安定で ，

変更 し や すい こ とを示 し て い る 。

　（4） 正答数の 安定性に関す る分祈

　F工G ，5 は，各群の 第 1試行 か ら第 工〔｝試行 まで の 平均

正答数 を図示 し た もの で あ る 。分散分析の 結果 試行回

の 主効果 （F ＝＝8．50 ，
df ＝ 9／513 ，　 P＜，01），及 び条件 と

試行 図 の 交互作用（F ＝1．．81，df＝・19／51．3，　P ＜．05） が有

意で あ っ た 。 そ こで，各群 ごとに その 変動 をみ る た め に ，

群内 で の 分散分析 を行 うこ とに し た 。し か し，実験 1 で

もみ られ た よ うに，第 1試行で の 正答数 は ，どの 群 に お

い て も高 くな っ て い る 。 そ こ で 実験 1と同様 な理 山か ら｝

第 2 試行，第 3 試行以降の 安定性 に つ い て 分析す る 。各

群 の 分散分析 の 主 な結果 は，TABLE 　5 の とお りで ある。

第 2試行以降の 分散に 関 し て は，SR
＋ 群 の みが 比較的変

動が少 な く安定 した 傾向を示 し て い る 。 さ らに ， 第3 試

行以 降 で は，SR ＋ ．，　 SR ． 群 と も安定し た傾向を し め し

て い る 。一方 N 群 に お い て は，第 3 試行以降 も正 答数

の 変動は大きい 。

考 　　察

　（1）　自己強化 の 強化効果 （仮説 1 ）

　SR ． ． ，　 SR
＋ 群 ともに，　 SRM

＋ 反応 の 出現頻度 が 有
『
意

に高い こ とか ら，自己強化 を伴 な う反 応は，次に 1司一一
反

応 となる割合 が高 く，正 の 自己強化の 強化効果 が認め ら

れ る。こ の 結果 は ， 先 の 実験 1 の 結果 と
一

致 し て お り，

自己強 化 は，正 反 応 が外的 （客観的） に決定され て い る

事態に お い て も，強化効果をもつ こ とが示され ， 仮説 1

は支持され た 。

　（2）強化刺激の 誘因水準 に よ る 自己強化 の 強化効果 の

差 （仮説 4 ）

　SR
＋ ＋ 群 とSR ＋ 群との 比較にお い て ，　 SR

軒 群 は 自 己

強化数に 関 し て は ，
SR

＋ 群 よ り有意 に多 い が ， 強化効果 ，

即ち 同
一

反応 の 出現頻度に 関 して は，効果がみ られ な か

っ た反 応数に差 が な い こ とか ら，両群 の 強化効果 に 差が

な い とい え る。した が っ て ， チ ッ プ を 1枚取 る とい う強

化刺激の 付加は ， 自己強化の 誘因水準 を高め る が ， 強化

効果 を高 め る に は 十 分 な もの で は ない とい える 。 こ れ ら

の こ とか ら，仮説 4 は 積極的 に は 支持され なか っ た 。

　（3）　顕型 イ匕a）有
『
効・1生　（仮説 3 ）

　M
＋ 反応及び反応 の

一
貫性 に 関す る分析 か ら自己強化

群 と統制群 との 間に ，有意 な差 は得 られ な か っ た が，自

己強化群 の M 、反 応数は N 群 の そ れ と比 べ て 多い こ と，

第 1 試行 か ら第 10試行ま で一
貫 し た 反応 を 行 っ た 項 目

数 が 多い こ と，さらに ， 1項 口当りの 反応 の 変更数 が少

な い こ と，の 3 点か ら，自己強化群は N 群 よ り も，同

一一反 応 の 出現頻度 が高 い と い え る 。ま た，、試行 を追 っ て

の 正答数 の 変動 に関 し て も，第 3 試行以降，N 群 で は変

動 が み られ る一
方，自己強化群 で は変動 が比較的少 な く，

安定 し た傾向 を示 して い る。こ れ らの こ とか ら，自己強

化 を，実験的な操作 に よ っ て OVert な型 で 行 っ た方 が，

そ の よ うな操作 の な い 揚合よ り も，強化効果 が よ り顕著

に み られ る と い え る ．し た が っ て ，仮説 3 は支 持 さ れ

た 。

全体的 討論

　本研究では，強化の 本質的な機能 で あ る，f同一
反応

の 出現頻度を高め る
”
機能を，自己強化 が持 つ か ど うか

とい う点 に関 して次の 観点か ら検討 を加 え た。

　1）　反応単位で の 効果 を検討する 、

　2）　正 反応が予 め 客観的に 決定 され て い る よ うな事態

で の 効果 を検討 す る 。

　3）　自己強化の 顕型化の 有効性 に つ い て も取 り上 げ る 。

　こ の ／）の 点 に っ い て は，Bandura ら （1967）の 目標達

成行動 に お け る 自己 強化 の 機能 に 関する 研 究，ま た ，

Kanfer ら （1967　b）の 動機づ け的機能 を扱 っ た 研究 と，

そ の 流れ を異 に して い る。一方，Montgomery ら （1970）

は ， 反応単位で 自己 強化の 機能を扱 っ て い る が ， 正反 応

が 自己決 定可能 な事態で 扱 っ て い る こ と，さ らに，強化

操作の ない 統制群を用い て い な い こ と ，
の 2 点す な わ ち，

上記 の 2），3）の 点 に関 して，本研究 とは 異な っ て い る 。

　本研究の 結果，正反応が客観的に決定され て い る事態

にお い て も，正 の 自己 強化は
“
同
一反 応 の 出現頻度を高

め る
’「
強化効果 を もつ こ とが認 め られた （実験 1 ・n）。

しか し，負 の 自己強化 の
“
反応 を抑制し変更させ る

”
効

果 は 見出 され な か っ た （実験 1）。］IFIの 自弓強化 の 機能

につ い て は ， 正反応が 自己決定可能 な事態 で の 研究結果

（Montgomery ＆ Parton　1970， 大上 ＆ 春木 1976）と

一一．ptし て い る 。しか し な がら。正 反応が 外的 （客観 IKJ）

に決定 され て い る 事態 で，自己強化 が 強化 効果 を もつ と

い う結果 は，今後，通常 の 学習事態 に おける 自己強化 の

機能の 有効性 を示唆して い る 。本研究 に お い て は ， 自己
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強化 が 正反応 の 獲得 に対 して どの よ うな効果をもっ か に

つ い て は ， 何 ら検討を加 えて は い ない 。し か し，客観的

に は誤 答 で あ る に せ よ ，自己強化が強化効果 を もつ な ら

ば， 正 反応 に 自己強化がなされ る よ うに外的 な手がか り

を与 え る こ とに よ っ て ，学習を成立させ る こ と もで きる

で あ ろ う。さ ら に ， こ の よ うな 自己 強化 に よ る学習は 維持

され や すい こ とが 予想 され る （Marston ＆ Kanfer 　1963，

Kanfer ＆ Duerfeldtエ967　b）。した が っ て ， 自己強化

は ，通常 の 学習事態 に お い て も有効 に機能す る こ とが 期

待 され，今後，自己強化の 学習 ， 教育場面 へ の 応用 とい

う視点か らの 研究 に つ なが る もの で あろ う。

　次に，自己 強化 を overt に 行 わ せ る こ との 有 効 性 に関

し て ，自己強化 を実験室 的 に扱 う．た め に は，実際 に 強化

刺激を操作 させ る とい う手続は必要な こ とで あろ う 。 し

か し，自己 の 反応 の 正 ・誤に関す る判断 は，外的 に overt

な型 で 行 うか 否 か に か か わ らず，行 わ れ て い る はず で あ

る。・こ れ は Festlnger の 認知的不協和理論 に お け る
“

個

人 は 自己 の 選択事項 に対 し て 不協和 を生 じな い よ うに 行

動す る
”

とい う見解 か らもうなず け る こ とで あ る 。本研

究では ， 自己 強化 を overt に 行 わ せ る こ との 有効性 を検

討す る た め に，統制群を用 い て 比較 した 。 実験 1 で は，

強化操作が他者 （実験者） に は，直接的 に 知 られ な い 事

態 で あ っ た た め に ， 明確な結果は得 られなか っ た。しか

し，実験 llに お け る，他者 （実験者） に も強化操作を知

らせ る とい う事態 （ライ トの 点滅） に お い て は ， overt

に 行 うこ と の 有効性が認め られ た 。
こ の こ とは，自己 強

化を明確 な型 で行 うこ とに よ っ て，そ の 効果 をよ り高め

る こ とが 可能 で．あ る こ と を示 峻 し て い る 。 し か し な が ら，

本研究で 屠 い た よ うな実験室的な手続 に よ っ て の み 自己

強化を捉え る こ とは， か え っ て その メ カ ニ ズ ム を見落 と

し て し ま う危険性 もある。今後 は，方法論的 に，強化刺

激 を直接的 に 操作 させ る とい う手続 の み な らず，covert

な 自己 強化を十分 に 発揮 させ 得 る よ うな教示 ・手続を用

い た，実験室的な方法 に よ らな い 研究 も必 要 で あ ろ う。

要 　　約

　本研究 の 目的 は，正 反応が客観的に決定され て い る 事

態 に お け る 自己 強化 の 強化機能 を 明 らか にす る こ とで あ

り，そ の た め に 実験 1及 び 頁 を実施 し た 。

　実験 ｛に お い て は ， 無意味綴 りの 再認弁別課題 を用 い

て ，予 め 正 反 応 が外的 （客観的） に 決定 され て い る事態

で の 自己 強 化 の 強 化効果 に っ い て ，検討 を試み た 。被験

者 は 小学校 6年生 （約 80名）。課 題 は，記憶刺激 を 1 回

の み提示 し ， そ の 後再認弁別刺激を提示 して 再認 させ る

と い うもの で あ る 。こ の 再認弁別刺激 は 15項 目 （記憶刺

激を 5項 目含む）で ， こ れを 1試行 とし ， くり返 し 6 試

行行 ラ。そ の 際 課題 の 困難度 を，記 憶刺激数 に よ っ て ，

3 水準 （5 ，
10

，
・15項 目） に変化 させ た 。

　条件群 は，再認弁別刺激の 各項目 に反応後 a ）そ の つ

ど，自分 の 反応が正答で あ る と思 っ た ら，自分で ○印を

解答用紙 に 記入す る 群 （正 の 自己 強化 SR
． 群），　 b）そ の

つ ど ， 自分 の 反応 が 誤答 で ある と思 っ た ら，自分で x 印

を解答用紙に記入す る群 （負 の 自己強化 SR一群），　 c）上

記 の a），b）を合 わ せ て 行 う群 （正 ・負の 自己 強化 SR
＋
一

群） の 3 群を設定 し，さらに 統制群 と し て ，単に反応 の

み を行 う群を加 え ， 計 4群の 比較 を行 っ た 。

　そ の 結果 は以 下 の とお りで あ る 。

　1） 正 の 自己 強化を含 む群 （a），c）群）に お い て，正

の 自己強化を伴 な う反応 は，次の 試行に お い て も同
一

反

応 とな る割合 が高 く，

“
同
一

反応 の 出現頻度を高 め る
”

強化効果 が み られ た 。

　2）　負 の 自己強f匕を含 む群 （b＞，c）群） に お い て は，

負 の 自己強化 を伴な う反応 が ， 次 の 試行 で 変更され る割

合は低く，
“
反応 を抑制 し変更させ る

”
効果は み ら れ な

か っ た。

　3） 統制群に お い て も，同
一

反応 が 出現す る 割合 は比

較的高 か っ たが，課題 が困難 に な る に つ れ て，そ の 割合

は 減少す る 傾向 がみ られ た 。

　実験 fiに お い て は，実験 1で 扱 っ た 自己強化の 機能に

つ い て ， さ らに詳細な検討を試み た 。 ま た，自己強化を

overt に行 わ せ る こ との 有効性 に つ い て も，合わ せ て 検

討を舶 えた 。 こ こ で は さら、に ， 自己強化をよ り overt に

行 わ せ るだけで は な く，そ の 誘因水準 を高 め た揚合の 強

化効果 をも検討す る こ と と し た 。な お，繁雑さ を避 け る

ために，正 の 自己強化 の み を扱っ た 。

　被験者 は 小学校 6 年生 （60名）。課題 は 実験 1 と 同 種

の 再認弁別課題を用い ，実験 夏よ りや や 困難な もの と し

た 。 記憶刺激15項 目， 再認弁別刺激10項 目 （うち記憶刺

激 3項 目），／0試行 の 同
一

の 再認弁別課題 を行 う。提 示

方法，手 続 は 実験 1 と同 様 で あ る 。

　条件群 は ， 再認弁別刺激 の 各項 目に 反応後
「

a ）そ の つ

ど ， 自分 の 反応 が正 答 で ある と思 っ た ら， ボ タ ン を押 し

て ラ イ トをつ け，さ ら に チ ッ プ を 1枚取 る （自己 強化 ・

誘因 水準高 SR 卅 群），　 b）そ の っ ど， 自分 の 反応 が 正 答

で ある と思 っ た ら， ボ タ ン を押 して ライ トを つ け る 群

（自己強化
・
誘因水準低 SR

． 群），さらに，　 c ）上記 の 自

己 強化 の 操作 の な い 統制群，の 3群 で あ る 。

　主 な結果 は 以下 の よ うで ある 。

　1）　 自己 強化群 （a ），b）群）で は，実験 1 と同様に ，

“
同一反 応 の 出現頻度 を高 め る

”
強化 効 果 が み られ た。
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　2）　 自己 強化刺激数 （誘 因水準） に よ る 自己強化 の 強

化効果 に は 差 は み られ な か っ た 。　　　
1

　3）　統制群 との 比較 に お い て ， 自己強化 を Qvert に

行わせ る こ との 有効性 が認 め られ た 。

（付　記）本研究を進 め る に あた り御協力 い た だ きま し

た ， 春 日井市立高座 小学校，同不二 小学校 ， 名古屋市立

藤ケ丘 小学校 の 諸先生方，生徒の 皆様 に 深 く感謝致 し ま

す。ま た1御指導 い た だきま した名古屋大学梶田正 巳助

教授 は じめ 諸先生方に深く感謝の 意を表 し ます 。
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AN  EXPERIMENTAL  STUDY  ON

ABSTRACT

THE  FUNCTIONOF  SELF-REINFORCEMENT

by

SetsukoShiota

  The  purpose  of  the  present study  was  to  investi-

gate  the  function of  selFreinforcement  (SR)in a  situa-

tion  where  correct  responses  were  objectively  identi-

fied..

  In Experiment  I, reinforcing  efiect  was  examined

in a  recognition  task  situation  which  was  able  to

deterrnine correct  responses  beforehand. First, seven-

ty-eight 6th  graders were  shown  the  following num-

ber of  non-sense  syllables  in Sequenee, one  by  one,

and･only  once:  s, lo and  ls. In turn, they were  shown

another  set of  syllable  items and  told  to identify them

with  the  former  set  ef  items, This  recognition  task

was  repeated  six  times,

  The  experimental  conditions  were  as  follows :

 (a) SR. (positive self-reinforcement)  : In the process

of  identification, Ss marked  a  circle  on  their answer-

ing sheet  if they thought  their identification was

confidently  correct.

 (b)SR. (negative self-reinforcernent)  : In the  process

of  identification, Ss rnarked  a  × on  their  answering

sheet  if they  thought  their  identification was  not

correct.

 (c) SR.-  (both positive and  negative  self-reinforce-

ment)  : In the  process of  identification, Ss marked  a

circle  or  x  on  their answering  sheet  according  to

their confidence.

 Cd) N Cnon self-reintorcennent)  : Ss identified each,  item

only.

  The  main  results  were  :'

O In SR.  and  SR.. cenditions,  when  a  positive SR

followed the first preceqing response,the  frequency
'of

 the  same  response  to two  
consecutive

 presenta-.
'tions

 of  the  same  items(SR+M+  respon$e)was  signi-

ficantly high. Thus, positive reinforcing  effec.t  was

established  (see FIG,  1),

2) In SR.  and  SR.m  conditions,  when  a  negative  SR

followed the  first precedjng response,the  frequency

oi  the  different respohse  to two  cQnsective  presenta-

tions  of  the  same'items(SRrM.  response)  was  signi-

ficantly low. Thus,  negative  reinforcing  effect  was

not  established  (see FIG, 1).

3) In N  condition,thefrequency  of  the  same  response

to two  consecutive  presentations of  the  same  itemg

 (M. respense)  was  relatively  high (see FIG. 1).

  In Experiment  II, the  reinforcing  effect  of  positive

SR  was  examined  rnore  accurately.  Ss were  sixty  6-

th  graclers.The task was  the same  as  in the Experl-

ment  I except  for the  follewings. There were  lo items

to be identified with  another  set  consisting  ef  lo

items, And  the  identification was  repeate.d  ten times.

  The  experimental  conditigns  were  as  follows :

(a) SR... (positive SR, high incentive level):In the

process of identification, Ss  pushed  the  button  to

tum  a  lamp on  indicating correctness,  if they  thou-

ght their identification was  confidently  correct.

(b) SR. (Positive SR,low incentive Ievel) :In  the pro-                                              '
cess  of  identification, Ss pushea  the  button to turn  a
                        '
lamp on  indicating correctness,  if they thought  their
                                           '
identificatien was  confidently  correct,
                     '
(c) N  (non SR)  : Ss only  identified each  item.

  The  major  findi'ngs were:  

'
                                 '

1) As  Experiment  I, SR+. and  SR+  conditions  demon-

etrated the  positiye re,lnforcing  effect  (see TABLE  3) .

2) There was  nO  difference between (a) and(b)  condi-

tiens with  respect  to the  reinforcing  effect  according

to the  incentive level (see TABLE  3 and  4).

3) In SR..  and  SR. conditions,  the frequ.ency of  the

sarne  response  (M. response)  was  relatively  high  (see
TABLE  3)and  the  4umber  of  correct  responses  were

relatively  mere  stable(see  FIG. s and  TABLE  s) than

in N  condition.
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